
 

こぶし 
  
　　 
　まだまだ寒い日が続いていますが、２月４日には立春を迎え、暦の上では春になります。早いもので

今年度も残り２か月です。２月17日から３月９日にかけて今年度最後の保護者面談期間を設定していま

す。連携型個別指導計画をもとに今年度の様子を振り返りながら、子供たちの成長を共有し、来年度の

支援の方向性等について一緒に考えていけたらと思います。引き続き、保護者の皆様のご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

２月の行事予定 
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　保護者・学童クラブ授業参観週間について 

３学期の保護者・学童クラブ授業参観週間は２月２日（月）から始まります。この期間外でも参観は 

可能です。ご希望がございましたら、こぶし教室担当教員までお知らせください。 

　〇日　　時：２月２日（月）～２月６日（金） 

　　　　　　　お子様の個別指導または小集団指導の時間のみのご参観となります。時間割をご確認く 

　　　　　　　ださい。 

　〇場　　所：各校こぶし教室 

　〇参観方法：参観ご希望の方は、事前に連絡帳やお電話でご連絡ください。　 

              桜野小・・・通級棟玄関よりお越しください。 

              第二小・・・１階の事務室来校者受付を通ってお越しください。 

              境南小・・・２階の事務室来校者受付を通ってお越しください。 

　　　　　　　※写真撮影、動画撮影はご遠慮ください。 

　　　　　　　※各校で配布されている腕章もしくは名札をご着用ください。 

 



「不器用」や「落ち着きがない」の謎が解けるかも？  

～感覚統合研修会のご報告～ 

 
　先日、石井早苗先生を講師にお招きして「感覚統合（かんかくとうごう）」についての教員研修を行

いました。「感覚統合」という言葉、少し難しそうに聞こえるかもしれませんが、実は子供たちの「行

動」や「苦手」を紐解く視点の一つとして、とても大切なキーワードです。 

　今回の研修は、私たち教員にとっても、学びの連続でした。そのエッセンスを、保護者の皆様にも少

しだけお裾分けします。 

◆ 勉強や運動の「土台」は、感覚が支えている 

　私たちはつい、「学習（読み書き）」や「手先の器用さ」等の分かりやすい行動に目を向けてしまい

がちです。しかし、その土台には「感覚」という広い基礎があります。土台がグラグラしていると、そ

の上に積み木を積むのは難しいですよね。 子供たちの「座っていられない」「力加減ができない」と

いう姿は、実は「土台（感覚）を一生懸命育てようとしているサイン」なのかもしれません。 

◆ 実は重要！「見えない３つの感覚」  

私たちの生活を支える上で、特に重要な３つの感

覚があるそうです。 
 

触覚（しょっかく）：皮膚で感じる感覚

です。服のタグを嫌がったり、人に触られると

カッとなったりするのは、この感覚が過敏で「防

衛本能」が働いているからかもしれません。 

固有受容覚（こゆうじゅようかく）： 

筋肉や関節の感覚です。「自分の手足が今どう

なっているか」「どれくらいの力で持てばいい

か」を感じ取ります。ドアをバタン！と閉めてし

まったり、鉛筆の芯を折ってしまったりするの

は、乱暴なのではなく「力加減の100か0しか分か

らず、50の加減が難しい状態」なのかもしれませ

ん。 

前庭覚（ぜんていかく）：揺れやスピード、傾き

を感じるバランス感覚です。くるくる回

るのが好きな子は、この感覚の刺激を脳

が欲している（＝脳の栄養にしている）

可能性があります。逆に、少しの段差や

ブランコを極端に怖がる場合も、この感

覚の苦手さが隠れていることが考えられ

ます。 

◆ 生活の中に隠れている「感覚遊び」のヒント 

「トレーニング」と意気込む必要はありません。

生活の中でできる「感覚の栄養」を教えていただ

きました。 

お手伝いで「固有受容覚」を使う：重いお米を運

ぶ、買い物袋を持つ、雑巾がけをするなど、

「グッと力を入れる」動作は、筋肉の感覚を育

て、情緒を落ち着かせる効果があるそうです。 

公園遊びは最強の教室：ブランコやすべり台での

「揺れ・スピード（前庭覚）」、ジャングルジム

での「手足の使い方の把握」など、公園には感覚

を養う要素が詰まっています。 

「裸足」で過ごす：足の裏は情報の入り口です。

安全な場所では裸足になり、砂や芝生の感触を確

かめることも、身体のイメージを育てる第一歩に

なります。 

 

 

 

 

 
 
◆ 私たちが大切にしたいこと 

　講師の先生のお話の中で「子供の行動には必ず理由がある」という言葉がとても印象に残っていま

す。 一見意味がないように見える行動（爪先立ちや、くるくる回る動き）も、子供自身が自分の身体

を調整しようとするサインかもしれません。 

　「やめなさい」と止める前に、「どんな感覚を求めているのかな？」「今、身体の地図を作っている

最中なのかな？」という視点で、子供たちを見守っていきたいと思います。こぶし教室でも、遊びの中

で楽しみながら、一人一人の実態に応じて「土台作り」を丁寧に進めていきます。 


